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はじめに 

筆者らは，電磁ノイズの影響を受け難く，直流から高周波まで測定可能な電流センサの実現を目指し，

Co-MgF2ナノグラニュラー磁性膜の Faraday効果を利用した光プローブ電流センサの研究・開発を進めている
1)．本稿では，センサヘッドにコリメータレンズを利用し 2)，磁性膜への入射光を集光させ，本電流センサの

S/N比を高くする手法を提案した． 

実験方法 

Fig. 1に示すように，本センサヘッドは偏波保持ファイバ (PMF) から出射した直線偏光がコリメータレン

ズにより集光され，磁性膜を透過し，誘電体ミラーで反射，再び磁性膜を透過，再度コリメータレンズによ

り集光され PMFに入射する構成である．Fig. 2に示す光プローブ電流センサのセンサヘッド部を Fig. 1の構

成とし，800 kA/m → -800 kA/m → 800 kA/mと磁界 H を印加した場合の各偏光強度 PP，PSを測定した．

Faraday素子には，Co-MgF2ナノグラニュラー薄膜 (Co:MgF2 = 1:2，厚さ 1.38 µm)1) を使用した． 

測定結果 

Fig. 3 にコリメータレンズの有無における光プローブ電流センサの磁界と各偏光強度の関係の測定結果を

示す．Fig. 3より，コリメータレンズを使用することで約 3倍の光強度が得られた．本電流センサのセンサ出

力は，偏光強度の最大値 Pmaxおよび Faraday効果による偏光面の回転角（単位磁界当たりの Faraday回転角 θF’ 

[o/(A/m)]）の積で表され，S/N比に依存する．前述の通りコリメータレンズの使用で Pmaxが約 3倍増大したた

め，S/N 比が約 3 倍の高くなる可能性が示された．今後は，更に高 S/N 比化を図るため，集磁用小型磁気ヨ

ークの併用も検討する 3)． 

 
Fig. 1  Photograph and schematic         Fig. 2  Optical system for           Fig. 3  Experiment results of relation between 

view sensor head with collimator lens.      optical probe current sensor.        applied magnetic field H and optical intensities PP, PS. 
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